
香川中央道場　香川町空手道スポーツ少年団　運営方針

香川中央道場は地元の子供たち、道場生、父兄方々に対し

空手を通じ誠実な人格形成を教育し、競技空手を研磨し修得することにより価値を提供します

また親子のコミュニケーションを円滑にし、教育の場として価値を提供します

将来の展望

空手を通じ、人格形成の場所を増やすため実績を残しながら、それぞれの地元へ

道場の運営運営方法、指導方法のサポート　組織としての結束を高める

一部二部の位置付け

一部、

最低限の競技空手の勉強、練習

最低限の身体作り

黒帯までの技術修得

挨拶、返事、時間の管理または時間軸の感覚の修得

二部

新しい技、新しい形、を修得し競技空手と

次期リーダーとしての自覚や行動力を意識させていきます

◎御父兄方への協力

送迎、サポート、ルールや大会の流れへの設備設置、

スタッフ協力、子供達への配慮

コミュニケーションとしての仕組み

子供達…スポーツの日

父兄の方々…忘年会、BBQでの自己紹介

※二部のステップに進むまで大会参加意欲を高める

　向上心が芽生えるまでモチベーションを高める

　道場の試合で自信をつけるようにもっていく

※次のステップ

香川中央道場として出稽古のパイプ作り

モチベーションが高い子供たちへの触れ合い

二部の練習の充実化

フィードバックし、濃い練習内容

高いモチベーションの標準化

◎御父兄方への協力

大会の仕組みや、ルールの勉強

( ポイントの勉強や、勝ち負けの仕組み )

父兄の方々の連携

自己紹介や積極的な参加でよりよい組織へ

発言やクレーム等に紳士に無駄、無理、ムラ改善す

る ( 代案を )

具体的なフレームステップ 心構え

全空連組織団体、全剛連組織団体、高松市スポーツ少年団、参加組織

日新館香川中央道場


